
　What is physical therapist？
　この問いに対する世界標準を明確にして啓発することが，世界理学療法連盟（WCPT）
の本質的な目標である．世界各地において医師や看護師の名称は広く知られており，また，
その業務内容も概ね共通の理解がなされている．理学療法士は，英語標記の不統一さや類
似職種の存在もあって，名称そのものの認知は十分とはいえない．また，業務範囲や権能
は各国の保健制度によっても異なっている．
　わが国においては，18 歳人口のおよそ 1％が理学療法士養成課程に入学する現状であ
り，若者層には理学療法士の名称や資格制度が急速に浸透している．その一方で，対象者，
行政職，さらには医療関係職種においても，理学療法士が有する知識や技術の啓発をいっ
そう推進する必要があるように思われる．
　WCPT では，理学療法の領域として，promotion，prevention，treatment／intervention，
rehabilitation，habilitation の 5 つを明確に示している．本特集で取り上げたヘルスプロモー
ションはまさに理学療法が応用できる領域であるが，わが国の理学療法士に委ねられた固
有の業務とは言い切れない状況にある．この点については，真摯に自己研鑽と実践活動を
進めていく必要がある．
　オランダでは，2006 年 1 月から direct access が可能となった．権利の拡大は大きな義務
と責任を負うことにもなり，協会組織や各大学研究者などは，安全管理，スクリーニング
検査の標準化，ガイドラインの作成と周知などについて膨大な準備を短期間のうちに速や
かに進めている．また，徒手療法を含めた理学療法の治療技術を国際生活機能分類（ICF）
の枠組みで整理する努力も続けている．
　他方，近年になって理学療法士養成が本格化されている国や地域も存在する．わが国の
理学療法士は，かつて諸外国から受けた恩恵に報いる意味も含めて，積極的な専門家派遣
や技術移転を試みている．地域によっては，感染症対策と同時に生活習慣病の予防を実践
する必要があり，さらに，母子保健とともに交通外傷や公害への対応にも迫られている．
これらの国や地域では，先進諸国がかつて時間をかけて遭遇し，解決してきた課題が同時
期に混在する難しさがある．
　急速な変化が生じる国際社会にあって，目の前にいる対象者に理学療法士として何がで
きるのか，今，何をすべきであるのかを常に考え，実行していくことが専門職の使命であ
る．そのような意味でヘルスプロモーションを捉えると，集団に対する評価や介入の技術，
効果判定の検証を含めて，これまでの経験を踏まえた思考の転回が迫られる要素もあるで
あろう． （内山　靖）
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